
令和８年度 花山中学校 
 

学校教育目標  

『自身と人を大切にし、志高く、生涯成長し続ける生徒の育成』 
 

目指す生徒像  『「人間愛」と「学び」と「志」をもった生徒』 

 

  （1）豊かな感性を持ち、命と人権を大切にする生徒 

  （2）目標を持って意欲的に学び続ける生徒 

  （3）自分の行動を律し、「人のために」行動がとれる生徒 

  （4）集団の一員として仲間と共に考え協力して活動できる生徒 

  （5）体力を向上させ、健康で安全な生活が営める生徒 

 

 

目指す学校像  『誰もが通いたいと思う笑顔あふれる学校』 

 

  （1）すべての人の人権が守られた、安心・安全な学校 

  （2）社会の規範を遵守した学校 

  （3）保護者・地域と強い信頼関係で結ばれた学校 

  （4）生徒が、誇りを持てる学校 

     

 

目指す教職員像  『深い生徒理解と自己変革ができる教職員』 

 

  （1）教育に携わる者としての志と責任感をもった教職員 

  （2）一人ひとりの生徒の内面や背景をしっかり理解し、「生き方に迫る指導」をする教職員 

  （3）謙虚に他者の意見にも耳を傾け、自らの姿勢を厳しく見つめ直し成長する教職員 

  （4）本校の実態をしっかりと把握し、その課題の解決に向けて「チーム」として協働でき、 

仲間を尊重し大切にする教職員 

 

 

 

 

 



京都市教育委員会より 

 

令和８年度 学校教育の重点「全教職員で進める学校園づくり５つの柱」 

「い の ち」～子どもの命を守りきる～ 

「よりそい」～多様な子どもが誰一人取り残されない教育を進める～ 

「つ と め」～教職員の職責を自覚し、研鑽することで、教育の質を高める～ 

「ひろがり」～カリキュラム・マネジメントの視点をもって 

社会に開かれた教育課程を実現する～ 

「つながり」～校種間連携・接続により子どもを支える～ 

 

 

花山中学校の学校経営ビジョン 

本校教育目標 

『自身と人を大切にし、志高く、生涯成長し続ける生徒の育成』 

 

◎全教職員でこの目標を達成させるためには、まず目標の解釈が必要である。 

 

「自身と人を大切にし」＝「いのち」「よりそい」 

・「あなたが大切」「あなたが必要」という視点を持ち、自己有用感を与える取組を実践する。 

・いじめやネットトラブル、自傷行為（リストカット、OD など）は、事象だけで対応するのではなく、「なぜし

たのか」「なぜそこまで追い込まれていたのか」という背景まで踏み込む。 

・表彰の機会、名前を呼ぶ機会を増やす。 

・教職員自身もチーム体制を整え、互いに支え合い、心理的安全性のある職場作りを進める。 

 

「志高く」＝「つとめ」「ひろがり」 

・現在の多様な社会に対応した、質の高い目標を設定する。 

・自己研鑽のために、OJT、教職員研修などの機会を増やす。 

・校内授業研究会等で、他教科、他学年の教職員からも刺激を受けられる機会を増やす。 

・教職員自身が生徒のお手本となるように、言葉遣いや服装などに一層注意をする。 

 

「生涯成長し続ける」＝「つながり」 

・子どもの目標とする姿につなげるため、「支える生徒指導」を実践する。 

・目標を設定し、目標から逆算して、達成のためには、どの時点で何をさせるのか、できているか、 

できていないかを定期的に学年で点検し、常に「目標の姿」を忘れることなく意識する環境の醸成。 

 


